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創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
谷　
　
和
雄　

一　
※
農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

の
普
及
・
拡
大
に
つ
い
て

問　
本
市
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
制
度
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答　
本
市
の
農
産
物
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
で

き
る
た
め
、
取
得
に
向
け
準
備
す
る
。

問　
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
後
、
更
新
時
の

費
用
支
援
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　
国
・
県
の
支
援
に
追
加
し
て
、
本

市
が
支
援
す
る
方
法
を
検
討
す
る
。

二　
公
共
施
設
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

問　
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
風

呂
棟
は
、
テ
ン
ト
泊
の
キ
ャ
ン
プ
場
利

用
者
で
も
利
用
可
能
か
。

答　
旅
館
業
法
に
よ
り
、
研
修
棟
の
宿

泊
者
の
み
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

要
望　
施
設
の
日
帰
り
利
用
者
に
も
、

風
呂
棟
を
開
放
し
て
ほ
し
い
。

三　
生
活
圏
か
ら
見
た
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
住
民
の
生
活
行
動
と
移
動
手
段
に

着
目
し
た
調
査
デ
ー
タ
は
あ
る
か
。

答　
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
デ
ー

　
民　
政　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一　

一　
責
任
あ
る
未
来
に
つ
い
て

問　
①
平
成
52
年
、
人
口
13
％
減
、
高 

齢
化
率
36
・
７
％
と
な
る
状
況
へ
の
対

応
は
、
本
市
は
27
年
２
月
時
点
で
９
３ 

６
軒
が
空
き
家
の
疑
い
が
あ
る
が
、
対

応
は
、
②
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
休

止
か
ら
２
年
３
カ
月
、
再
開
の
め
ど
は
、

八
木
病
院
の
産
婦
人
科
開
設
、
個
人
診

療
所
の
誘
致
は
、
③
32
年
の
「
オ
リ
パ

ラ
」
を
契
機
に
、
秦
野
か
ら
次
世
代
に

つ
な
が
る
森
林
づ
く
り
は
、
ど
う
か
。

答　
①
社
会
保
障
関
係
費
が
毎
年
２
億

円
か
ら
５
億
円
増
の
中
、
選
択
と
集
中

で
対
応
。
空
き
家
の
相
談
体
制
を
充
実

　
民　
政　
会　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
古
民
家
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

策
に
つ
い
て

問　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
、

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
期
待
が
高
ま
る
が
、

本
市
で
の
展
望
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答　
県
観
光
協
会
や
独
立
行
政
法
人
国

　
公　
明　
党　
　
横
山　
む
ら
さ
き

一　
福
祉
的
避
難
場
所
等
に
つ
い
て

問　
大
規
模
地
震
が
想
定
さ
れ
る
中
、

避
難
行
動
要
支
援
者
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
被
災
者
が
災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る

要
配
慮
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

広
域
避
難
所
の
福
祉
的
対
応
、
※
ス
フ

ィ
ア
基
準
を
も
と
に
し
た
収
容
人
数
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
要
配
慮
者
へ
の
対
応
は
、
避
難
所

運
営
委
員
会
に
要
配
慮
者
支
援
班
を
配

置
し
、
各
避
難
所
に
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
が
、
先
進
自
治
体
を
参
考
に
運

営
方
法
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
の
際
に
は
、
ス
フ

ィ
ア
基
準
に
近
づ
く
よ
う
に
検
討
す
る
。

二　
防
災
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

問　
情
報
化
社
会
で
育
つ
子
ど
も
た
ち

は
、
野
外
活
動
の
経
験
が
少
な
い
。
不

便
を
体
験
す
る
防
災
キ
ャ
ン
プ
の
実
施

は
可
能
か
。

答　
テ
ン
ト
生
活
の
体
験
な
ど
、
野
外

で
の
生
活
体
験
は
重
要
で
あ
り
、
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
り
生
き
る
力
を
育
め

る
よ
う
な
事
業
展
開
を
し
た
い
。

三　
八
重
桜
の
文
化
継
承
に
つ
い
て

　
自
民
・
新
政　
　
　
風
間　
正
子

一　
保
育
の
充
実
に
向
け
て

問　
①
突
発
的
に
起
こ
る
子
ど
も
の
保

育
所
な
ど
へ
の
送
迎
を
支
援
す
る
施
策

は
、
②
保
育
士
確
保
の
た
め
の
処
遇
改

善
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
支
援
を
し
た
い
人
と
受
け
た

い
人
を
結
び
付
け
て
い
る
が
、
ニ
ー
ズ

に
対
し
支
援
者
が
不
足
し
て
お
り
、
増

加
に
努
め
る
。
②
平
成
27
年
度
か
ら
継

続
年
数
に
応
じ
た
加
算
が
あ
る
が
、
上

乗
せ
措
置
が
さ
れ
て
お
り
、
一
人
あ
た

り
平
均
６
千
円
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

タ
が
あ
り
、
自
動
車
の
利
用
が
多
い
。

問　
特
に
本
市
外
周
部
の
道
路
整
備
が

必
要
と
思
う
が
、
市
道
19
号
線
を
整
備

す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
域
と
連
携
を
図
り
、
ど
の
よ
う

な
整
備
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

問　
本
市
外
周
部
の
学
校
区
な
ど
で
、

既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
集
落
へ
の
配
慮

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
日
常
生
活
圏
を
確
保
し
、
今
後
も

経
済
活
動
を
担
保
し
て
い
く
。

要
望　
本
市
外
周
部
の
生
活
に
も
目
を

向
け
、
広
域
行
政
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
。

さ
せ
、
活
用
促
進
に
取
り
組
む
。
②
31

年
度
を
め
ど
に
、
最
大
限
努
力
す
る
。

八
木
病
院
と
は
33
年
３
月
ま
で
市
有
地

を
確
保
し
、
基
本
契
約
締
結
を
目
指
す
、

個
人
診
療
所
の
誘
致
は
し
っ
か
り
取
り

組
む
。
③
多
く
の
関
係
者
と
植
樹
活
動

を
推
進
し
、
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

二　
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

問　
①
鶴
巻
温
泉
駅
南
口
の
公
衆
ト
イ

レ
や
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
な
ど
の

設
置
、
北
口
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
は
、
②
東
海
大

学
駅
入
口
交
差
点
と
、
さ
な
だ
幼
稚
園

前
の
交
差
点
整
備
は
、
ど
う
か
。

際
観
光
振
興
機
構
な
ど
で
構
成
す
る

「
神
奈
川
県
観
光
魅
力
創
造
協
議
会｣

の
出
前
セ
ミ
ナ
ー
を
平
成
29
年
２
月
に

蓑
毛
地
区
で
実
施
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
留
学
生
を
含
む
４
名
の
外
国
人
が
、

大
日
堂
の
見
学
、
宝
蓮
寺
で
の
座
禅
体

験
、
緑
水
庵
で
の
そ
ば
打
ち
な
ど
、
里

山
を
感
じ
な
が
ら
地
元
の
人
と
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

問　
全
国
に
誇
る
千
村
地
区
の
食
用
八

重
桜
は
、
花
の
摘
み
手
の
高
齢
化
で
後

継
者
不
足
が
深
刻
と
聞
く
が
、
実
態
や

支
援
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

農
福
連
携
で
加
工
品
を
作
り
、
世
界
に

桜
の
食
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

答　
摘
み
手
や
加
工
従
事
者
も
高
齢
化

し
て
お
り
、
実
態
調
査
な
ど
と
と
も
に

技
術
伝
承
を
学
ぶ
機
会
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
状
況
が
整
え
ば
農
福
連
携

も
検
討
課
題
の
一
つ
と
な
る
。

本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
、
研
究
し
た
い
。

要
望　
保
育
士
の
子
ど
も
を
優
先
し
て

入
園
さ
せ
、
保
育
士
の
雇
用
に
つ
な
が

っ
た
事
例
も
あ
り
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二　
循
環
型
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

問　
生
ご
み
分
別
収
集
の
終
了
後
も
事

業
を
継
続
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
平
成
29
年
度
で
大
型
生
ご
み
処
理

機
の
リ
ー
ス
が
終
了
す
る
た
め
、
議
員

有
志
か
ら
借
り
受
け
た
キ
エ
ー
ロ
も
参

考
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
合
っ
た

手
法
を
選
択
し
て
も
ら
い
、
よ
り
費
用

対
効
果
の
高
い
事
業
を
検
討
す
る
。

問　
近
年
の
事
業
系
ご
み
増
加
に
対
し
、

業
務
用
生
ご
み
処
理
機
の
設
置
補
助
を

復
活
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
業
務
用
生
ご
み
処
理
機
は
故
障
リ

ス
ク
や
維
持
費
が
高
く
、
生
成
堆
肥
の

利
用
先
が
確
保
し
づ
ら
い
事
情
も
あ
る

が
、
研
究
し
た
い
。

要
望　
小
学
校
な
ど
に
設
置
し
た
生
ご

み
処
理
機
を
活
用
し
た
堆
肥
化
の
取
り

組
み
は
子
ど
も
に
と
っ
て
身
近
な
食
育

の
教
材
で
あ
り
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。 　

今
後
、
外
国
語
表
記
の
案
内
看
板
の

整
備
や
蓑
毛
地
区
で
行
っ
た｢

お
も
て

な
し｣

の
受
入
体
制
の
強
化
、
ま
た
、

近
隣
市
と
の
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の

策
定
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

｢

緑
水
庵｣

を
今
以
上
に
有
効
活

用
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
地
元
自
治
会
を
中
心
に
、
地
域
観

光
と
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
、｢

緑
水
庵｣

を
最
も
有
効
に

利
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

要
望　
市
内
に
は｢

緑
水
庵｣

を
有
料

で
借
り
て
、
有
効
活
用
し
た
い
と
い
う

人
も
い
る
。
そ
れ
ほ
ど｢

緑
水
庵｣

は

魅
力
あ
る
建
物
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
、
ど
う
し
た
ら
最
少
の
投

資
で
最
大
の
効
果
を
生
む
か
を
早
期
に

検
討
し
て
ほ
し
い
。

答　
①
南
口
の
整
備
完
了
は
平
成
30
年

３
月
末
、
北
口
は
９
月
を
予
定
。
②
年

度
内
整
備
予
定
。
東
海
大
学
近
道
商
店

街
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
完
成
し
、
県

道
６
１
３
号
ま
で
の
道
路
拡
幅
を
進
め
、

周
辺
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

要
望　
東
海
大
学
前
駅
か
ら
平
塚
駅
へ

の
バ
ス
路
線
開
通
を
。

閲覧できます  政務活動費の「使い道」

本
市
の
外
周
部
の
生
活
環
境
を
整
備
し

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
よ

古
民
家
「
緑
水
庵
」
の

さ
ら
な
る
有
効
利
用
を

全
て
の
人
が
安
心
で
使
い
や
す
い

福
祉
的
避
難
場
所
の
整
備
を

さ
ら
な
る
生
ご
み
資
源
化
施
策
の
展
開
に
よ
り
、

循
環
型
社
会
形
成
の
道
筋
を
示
せ

あ
と
23
年
後
、

人
口
は
14
万
８
，
０
０
１
人
へ

一
般
質
問

日帰り利用者にも風呂棟の開放を

現在の鶴巻温泉駅北口駅前広場の様子

市役所西庁舎前に設置された
「キエーロ」

八重桜摘み手の技術継承を

「緑水庵」を活用し
インバウンドの取り込みを

領収書の写しなどが閲覧できます

用語解説

会議録の検索・閲覧

※農業生産工程管理（GAP）…関係法令に即し、農業生産活動の各工程の正確な実施、記録、点検、評価を持続的に行う改善活動のこと
※インバウンド…外国人が自国以外を訪れる旅行のこと
※スフィア基準…災害や紛争などの被災者全てに対する人道支援活動を行う各種機関や個人が、被災当事者であるという意識を持って現場で守るべき最低限の基準

　市民の代表である議員の調査研究活動は欠かせないものと
なっています。
　政務活動費は、議員の議会活動の一助とするため、調査研
究活動などに対して使用できます。
　市議会では政務活動費に関する収支報告書や領収書の写し
を公開しており、市議会ホームページや市役所４階閲覧コー
ナーで誰でも気軽に閲覧することができます。

　市議会のホームページから本会議での一般質問、議案審議をはじめ、常
任委員会や特別委員会の会議録を検索・閲覧することができます。議会だ
よりでは、紙面の都合上、一般質問や議案審議などの要旨しか掲載できま
せんが、会議録検索システムでは、発言の全てを検索・閲覧することがで
きますので、ぜひご利用ください。
　（6月定例会の会議録は、８月下旬からご覧いただけます。）

（
一
般
質
問
は
４
面
・

５
面
・
７
面
に
も
掲
載
）


